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放射線帯予報の現状と今後について

Radiation Belt Forecast Now and Future
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衛星運用の懸念材料に、宇宙放射線量の増大がある。我々は、放射線電子をまず取り上げて、その変化を調査して来た
が、磁気嵐回復相に、外帯電子は増加する事がわかっている。増加は外帯中心部から最初に起こるが、その位置は、磁
気嵐の大きさと良い相関があり、増加量は、回復相の磁気活動度に依存していた。線形予測関数や、ニューラルネット
にて簡便的に予測する手法を開発して来たが、今後は、リアルタイム磁気圏シミュレータによって計算される磁気活動
指数を入力とした、拡散移流方程式を解く段階に、予測研究を１歩進める予定である。将来的には、フルパーティクル
により物理計算をリアルタイムで行うことを目指している。


